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【理事会報告】
１．�新会員　商工中金 支店長 高畑和憲さん

委員会配属について
２．RI財団地区補助金事業について
　�　今回、児童養護施設「若竹の家･清風園」
へRI財団地区補助金事業として「愛のお米
1,000kgの寄贈」事業について準備を始めま
した。そのプロジェクトの中心となるロー
タリー財団委員会 川口博樹委員長より、そ
の実施内容につきまして、説明して頂きま
した。
　�　この事業につきましては、補助金委員会
を中心にR財団委員会、社会奉仕委員会、
青少年奉仕委員会、クラブ広報委員会の
方々にもご参加頂き、実施していきたいと
考えております。
３�．地区委員会セミナーについて、今後のそ
れぞれの開催日、開催場所、出席して頂く
方々の確認をさせて頂きました。
４．観月例会について
　�　9月14日㈬の観月例会について出席者等の
確認を行いました。この日は、短縮例会で
はありますが、新会員 商工中金支店長の高
畑和憲さんの入会式を執り行います。
５�．2016-17年度資金推進･財団･米山委員会 
副委員長 田口恵介さんの退会に伴い、後任
に、吉澤俊介さんを選任致しました。
６�．9月、10月の例会プログラムの卓話者につ
いて確認、承認を致しました。
７�．次回理事会の開催日程を確認いたしました。
　次回理事会：2016年10月5日㈬ 11:00より

	 会長　増本　一也
　皆さん、こんにちは。9月は
「基本的教育と識字率向上月
間」です。日本の識字率は、江
戸時代から、ずっと世界No.1で
す。江戸時代の武士の識字率
は、100％だと言われておりま
す。日本の基本的教育水準の高さは、OECD
（経済協力開発機構）が調査した「国際成人力
調査」の結果をみても、これも世界No.1です。
　この調査には、16歳から65歳までの男女を
対象に、「読解力」「数的思考力」「ITを活用
した問題解決能力」を測るという調査です。
この調査には、世界24か国が参加しています
が、「読解力」「数的思考力」において、日本
は参加国の平均を大幅に上回るダントツの1
位だったそうです。しかし、日本は難易度が
中レベルの問題が出来る人が多く、年齢や職
業を問わず全体的にレベルは高いのですが、
難易度の高い問題に関して、クリアした人
は、北欧諸国の人が多かった様ですし、日本
人はIT問題解決スキルが非常に低いという結
果も出ています。
　この「成人力」とは、仕事や社会生活におい
て、自分の頭で考え、答えを導く能力の事で
す。私達ロータリアンも将来を担う若者たち
に、その大切さを認識させ、相手の立場や状況
を考えて助け合う事の出来る大人へと成長させ
ていく事が、やがて、日本や世界の平和への第
一歩に繋がるのではないかと考えます。
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保からは福田金治ガバナーノ
ミニー、筒井和彦さん、星 裕
さん、廣瀬章博さん、德川晃
尚さん、私の6名で参加して
参りました。
　私にとってもこのセミナーは会歴11年で
初めての体験で楽しみに参加しましたが、
第2510地区 2005年度ガバナーの塚原房樹さ
んの基調講演のテーマに、まず驚きまし
た。それは、「我々はどこから来たのか、
我々は何者か、我々はどこに行くのか」と
いうのを目にして、何か変だなという違和
感を覚えました。それから2時間半のお話が
始まったのですが、初めて聞く話でした。
内容が内容だけに、正しく報告できるか心
配ですが、ご容赦ください。
　一つは、長いロータリーの歴史の中に創
業者とその仲間たちの思いが世界に広が
り、それに賛同した人々に支えられて今日
があるのだが、それを束ねるアメリカのRI
は肥大化した組織で、さらに会員増強と財
団の拡充にはしり会員特典プログラムとい
うのが導入され、日本のロータリアンが信
じてきた職業倫理という使命感を覆してし
まった。しかし、職業奉仕は日本のロータリ
アンのアイデンティティーだから、RIの方針
がどう変わろうとも、崇高なロータリーの
奉仕の理念は変わらないし、クラブはRIの
下部組織ではないので、自治権を発揮しつ
つ実践する権利を持っている。とは言うも
のの、私達はRIの構成員に違いはなく、個
人と集団のルールを尊重しなければならな
い。そして職業奉仕は天職であると言われ
ました。
　また職業も千差万別なので、牧師さんと
先生や弁護士さんの行動規範を中小企業主
にあてはめられません。ただ何れの職業に
も共通して適用できるのは「四つのテス
ト」です。それは共通の物差しで、社会人
としていかに生きるかという指針であり、
思考と行動の過程の哲学なのです。それか
ら奉仕の本当の意味は、親身になることで
す。職業奉仕は自分の商売に親身になる事
で、社会奉仕は自分の住んでいる町に親身
になる事です。例えば、佐世保市あっての

◯国歌「君が代」
◯ロータリーソング「それでこそロータリー」
◯卓話者
　㈲アルス楽器	代表取締役　川副源太郎 様
	 （ハウステンボス佐世保RC）	
◯ビジター
　佐世保南RC	 太田　博道さん

	 幹事　松尾　文隆
１．�国際ロータリー日本事務局 クラブ･地区

支援室
　�最新のRI定款･細則、クラブ定款･細則が
入手可能になりました。
　�My ROTARYからダウンロード出来るよう
になりましたのでお知らせ致します。
　�http://www.rotary.org/myrotary/ja/
learning-reference/policies-procedures/
governance-documents

２．第2740地区ガバナー	 㟢永　　剛さん
　�R

ラ イ ジ ェ ッ ク

IJYECマルチ化について11/29開催の第
２回ガバナー会議の後に変更予定

　（RIJYEC＝国際ロータリー日本青少年交換委員会）

３．第2740地区 米山奨学委員会
	 委員長　大家　和義さん
　米山奨学生の出前卓話お知らせ
　　平成28年10月12日(水)　
　　奨学生：シン シイツさん（女）中国出身
　　活水女子大学
　　世話クラブ：長崎みなとRC

４．第2740地区ガバナー事務所
　2740地区ホームページ更新のお知らせ

■職業奉仕委員会	 委員長　松尾　慶一
2016-2017年度 職業奉仕セミナー参加報告
　9月3日㈯ 14時〜17時半まで、東彼杵町の
総合会館にて163名の登録で開催され、佐世

委員会報告

例 会 記 録

幹 事 報 告
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佐世保ロータリークラブです。佐世保の為に
ならない奉仕活動は意味がないのではあり
ませんか。さらに、私たちがロータリーは
国際ロータリーなのだと自覚したら、国境
を越えて人々に親身になりましょう。
　ロータリーも“We serve”を標榜するライ
オンズと同様になり、双方のクラブ会員に
なる事も許され、世界最大の奉仕団体とし
ての合併も考えられると言われたのは衝撃
でした。その塚原さんが最後に「40年以上
活動しているのは、ロータリーにぞっこん
惚れているからです」と言われたのが印象
的でした。

■親睦活動委員会	 髙瀨　宏滋
観月例会のご案内
　日時／平成28年9月14日㈬
　　　　18：30〜
　会場／富士国際ホテル

　お昼の例会はありませんの
で、ご注意ください。

■ローターアクト委員会	 廣瀬　章博
　来る9月10日㈯ 午前9時よ
り、長崎国際大学周辺の清掃
活動を行います。集合場所は
大学前駐車場となっておりま
す。多くの皆様のご出席をお
願い致します。

	 親睦活動委員会　星　　　裕
佐世保南RC　太田　博道さん
　本年度４回目になります。本日もよろしく
お願いします。

川副源太郎 様
　本日は長崎新聞社様の記事が縁となり、卓
話をさせていただく機会をいただきました。
本当にありがとうございます。本日は30数年
やってきた仕事で気づいたことをお話しさせ
ていただきます。どうぞお付き合いください。

増本　一也会長、松尾　文隆幹事
松本　英介さん、石井　正剛さん

石田　謙二さん、安部　直樹さん
坂本　　敏さん
　川副源太郎さんの卓話に期待して。

中村　徳裕さん
　先日（まっ先に記事にしていただいた長崎
新聞さんに続いて）西日本新聞さんが、小生
が発表した音楽CDについて記事にしていた
だきましたのでニコニコします。ありがとう
ございました。(なお、CDの価格はニコニコ
ボックスにちなんで、税込1,000円といたし
ました）

『私の仕事と職業奉仕』

　 ㈲アルス楽器
　 代表取締役　川副源太郎 様

　本日は長崎新聞の記事がご
縁で、諸先輩方の前でお話し
をさせていただく機会を与えていただき御礼
申しあげます。
　資料としてお配りいただいたJAMに、私と
仕事について上手くまとめていただいていま
すので、本日は仕事をする中での経験と仕事
への思いをお話しさせていただきます。
　当社は長崎県内の７割以上の吹奏楽団体と
取引があり、吹奏楽の分野ではトップの地位
を得ています。なぜそうなれたのか考えてみ
ると、おそらく“楽器を買ってもらうことで
はなく、楽器を使ってもらうことに力を注い
できた”からだと思います。使ってもらうこ
とを大切にしているからアフターサービスを
重視しているのです。
　常に物ではなく人を見てきたといっても良
いでしょう。
　楽器を販売するときは「この楽器を使うこ
とであなたの演奏がこんなに輝きますよ」と

ニコニコボックス	 本日合計	　19,000 円

	 累　　計	 258,000 円

◇

卓　　話

ニコニコボックス
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か、「こんなに楽しいですよ」といった“幸せ
になる夢”を与えるようにつとめています。
　修理では、楽器の状態を見れば使っている
人の癖や演奏の技術は容易に想像がつきま
す。例えば、小学生とプロの奏者では修理に
求めるクオリティーと価格のバランスは全く
違うのは当然です。ただ単に楽器を見て、持
てる技術のすべてを投入すればよいわけでは
ありません。お客様がベストな状態で演奏し
ている姿をイメージしながら、それが実現し
て喜んでいただけるように修理や調整をして
います。物という静止画を見ているのではな
く、人という動画を見ているとも言えるでし
ょう。楽器を直すことは、安心をつくってあ
げることだと思います。
　買った楽器に満足いただいたり、修理した
楽器を吹いてみて喜んだりしていただく姿を
見ることが私にとっての喜びです。
　この歳になってやっとわかったことです
が、誠実に仕事を続ければ、将来自分を助け
てくれる人が生まれてくる。実際、かつて感
謝をしてくれた中高生が大人となって、例え
ば親の介護とか、専門知識の相談とかで力に
なってくれたことがありました。
　私は職業奉仕という言葉は、ロータリーク
ラブに入るまで知りませんでしたが、振り返
ってみると同様なことを実践してきたように
思います。
　当社がマーケットに紹介した商品が他社で
も売れて、他社の売り上げに貢献していま
す。当社の努力が、すべて当社の利益になら
ないことはちょっと悲しいところもあります
が、業界の発展には貢献できたと慰めていま
す。
　近年は県内の他の楽器店でも当社が行って
いる業務を真似し、競合相手となっていま
す。追いつけ･追い越せとがんばっています
が、もちろん当社も日々進歩し続けています
ので、そうそう簡単には追い越させません。
　当社や他の楽器店が競争をした結果、今の
管楽器愛好家は私の学生時代とは比べものに
ならない便利さを享受しています。また、結

クラブ会報委員会 委 員 長　平尾　幸一　　 委　員　田中　信孝 ・ 西村　一芳 ・ 松尾　　貴
副委員長　石田　謙二　　 　　　　松本　淳也 ・ 筒井　和彦 ・ 山口　剛史

＊9〜10月  例会卓話者予定＊ 

９月21日	 佐世保市教育委員会
	 社会教育課　教育文化係
		  川内野　篤 様

９月28日	 新会員	 草津　栄良さん
	  （宗教法人 黒髪山大智院　住職）

10月５日	 新会員	 前田　恭宏さん
	  （いちよし証券㈱）

10月12日	 第2740地区 米山奨学生
	 シン　シイツ（女）さん
	 （国：中国　学校：活水女子大学）

10月19日	 梅ケ枝酒造株式会社
	 代表取締役社長	 長野　哲也 様

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊

日時／9月　未定　
会場／西海学園高等学校 記念館 会議室

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊

日時／9月29日㈭ 　19:00（食事開始）〜
会場／長崎国際大学 食堂

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認を
いたしますので、事務局までお知らせください。

（今週の担当：西村　一芳）
（カメラ担当：平尾　幸一）

果的には地域の音楽文化の向上に寄与してき
たと感じています。
　その結果、長崎県の音楽界に小さな職業奉
仕ができたのかなと思っています。
　今日は、私の話にお付き合いいただき、あ
りがとうございました。　　　　　　以上


